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会 議 録 

 

１ 会議名 

令和６年度第７回安塚区地域協議会 

２ 議題（公開・非公開の別） 

○報告事項（公開） 

（１）令和５年度の「安塚雪だるま高原」における市の収支状況等について 

（２）令和６年度冬期道路交通確保除雪計画について 

○自主的審議事項（公開） 

（１）旧安塚中学校の利活用について 

○その他（公開） 

３ 開催日時 

令和６年１１月２６日（火）午後６時００分から午後７時０２分まで 

４ 開催場所 

安塚コミュニティプラザ ３階 大会議室 

５ 傍聴人の数 

０人 

６ 非公開の理由 

― 

７ 出席した者（傍聴人を除く。）の氏名（敬称略） 

・委 員：𠮷野会長、新保副会長、秋山委員、池田（正）委員、池田（康）委員、和泉委

員、岩崎委員、滝沢委員、中村委員、松野委員、山岸委員、 

・事務局：安塚区総合事務所 今井所長、山崎次長、内田班長、本山会計年度任用職員 

浦川原区総合事務所 大島建設グループ長、廣田産業グループ長、佐藤産業観光班長 

８ 発言の内容（要旨） 

【𠮷野会長】 

・会議の開会を宣言 

・横尾委員の欠席を報告 

・上越市地域自治区の設置に関する条例第８条第２項の規定により、委員の半数以上の

出席を確認、会議の成立を報告。 
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本日の会議録は、内規により私の方で対応する。 

それでは、次第２報告事項（１）令和５年度の「雪だるま高原」における市の収支状

況について、議事を進めていく。 

本日は浦川原区総合事務所の職員が出席されている。説明をお願いする。 

【浦川原区総合事務所 廣田産業グループ長】 

資料 No.１により説明 

【𠮷野会長】 

ただ今の説明について質問はあるか。 

私から一点お聞きしたい。利用状況の計画を見ていくと、令和６年度の計画が高い設

定となっているが、根拠は何か。 

【浦川原区総合事務所 佐藤産業観光班長】 

雪だるま高原の施設整備活性基本計画を策定し、利用者１０万人という目標を掲げ、

新型コロナウイルスの長期化や第２リフトの整備なども含め状況に合わせて計画を見直

しながら取り組んでいる。その中で、令和３年度、４年度の実績を踏まえ６万人という

計画を掲げているが、能登半島地震、物価上昇等もあり、実績については、５５，５５

０人となっている。今後も実績等を踏まえ、目標を見直しながら取り組んでいきたい。 

【𠮷野会長】 

他に質問はあるか。 

【池田（康）委員】 

ビレッジについて、昨年か今年３棟くらい修繕したと思うが、これで完了か。来年度

以降も修繕が続くのか。また、ビレッジの今後の利用についてどのように考えているの

か。 

【浦川原区総合事務所 佐藤産業観光班長】 

ビレッジの屋根はかなり傷んでおり、雪が落ちづらい状況となっていることから、計

画的な修繕を令和５年度から進めている。令和７年度も利用頻度の高い５００番台の施

設について、予算要望していく予定である。 

【松野委員】 

収支状況で、令和５年度の利用者１人当たりの公費投入額が４，０９０円となってい

る。これは第２リフトの建設費が含まれていると思うが、リフトの建設費を除くと公費

投入額はどのようになるか。 
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【浦川原区総合事務所 廣田産業グループ長】 

令和３年度、４年度の利用者１人当たりの公費投入額と同程度となる。 

【𠮷野会長】 

ほかになければ、以上で令和５年度の「安塚雪だるま高原」における市の収支状況等

については終了する。 

次に報告事項（２）令和６年度冬期道路交通確保除雪計画についての報告に移る。本

件についても、浦川原区総合事務所から職員が出席されているので、説明をお願いする。 

【浦川原区総合事務所 大島建設グループ長】 

資料Ｎo.２により説明。 

【𠮷野会長】 

ただ今の説明について、質問等はあるか。 

【池田（正）委員】 

空き家や取り壊した家に面している路線は、町内会長から除雪の必要がないと言われ

るまで除雪を行うのか。 

【浦川原区総合事務所 大島建設グループ長】 

基本的に、連絡をいただかないと除雪を継続することとなる。 

【池田（正）委員】 

堆雪場所の春先の排雪について、住民からすると実施しなくても良いようなところを

実施しているようにも見えるが同様か。 

【浦川原区総合事務所 大島建設グループ長】 

排雪場や雪押し場などは、作業しやすいように、田んぼの地権者などにお願いするな

どして対応している。 

【池田（正）委員】 

春先に排雪をしなくても良いような場所も排雪しているようだ。 

【浦川原区総合事務所 大島グループ長】 

雪を押し出した所を無駄に排雪しているのではないかということか。私たちも業者か

ら排雪計画などを提出していただき、現地を確認して対応している。 

【𠮷野会長】  

私の方から 1 点お願いしたい。安塚区は沢々に集落が点在している特徴がある。大体

が上り坂であり、急病人や火災が発生した場合、１種、２種、３種の１５センチ以上の
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降雪かつ本部が必要と判断した場合に出動では、車両が登って行けないことが十分想定

される。昨年もお願いしたが検討状況はいかがか。 

【浦川原区総合事務所 大島建設グループ長】 

東頸消防署も除雪の状況を確認されていて、除雪がされていないところがあれば本部

に連絡いただき対応することになっている。 

【𠮷野会長】 

１５センチ以上あって登れない状況が幹線道路でもそうなっている。命に係わる問題

であるため、このことについて少なくとも来年度までには検討してみていただけないか。 

【浦川原区総合事務所 大島建設グループ長】 

雪対策室と検討したい。 

【池田（康）委員】 

令和６年度の安塚区の除雪の予算は、２億４００万ほどであるが、昨年度の決算額は

どのようになっているか。 

【浦川原区総合事務所 大島建設グループ長】 

９月の議会で公表されている。 

【池田（康）委員】 

昨年度は小雪だったためどれくらいか聞きたかった。どこかに数字はあるか。 

【𠮷野会長】 

９月議会の議案書に載っている。 

【池田（康）委員】 

承知した。 

【𠮷野会長】 

総合事務所に聞かれても良い。 

ほかに質疑等はあるか。なければ、以上で令和６年度冬期道路交通確保除雪計画につ

いての報告は終了する。 

（浦川原区総合事務所職員退席） 

続いて、次第３：自主的審議事項（１）旧安塚中学校の利活用について、議事を進め

る。 

まずは進捗状況について、事務局から説明をお願いする。 
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【内田班長】 

旧安塚中学校の利活用について本日時点での進捗状況について説明する。まずは、学

びの多様化学校の要望書及びやすづか学園の移転については、関係者に状況を確認中で

ある。また、商業施設及びデータセンターについては、和泉委員、中村委員から補足資

料の提出があったので事前に配布させていただいた。なお、進捗状況については、毎回

報告するものではなく、状況の変化があった場合にさせていただく。 

【𠮷野会長】 

補足資料の提出について、まずは和泉委員から説明をお願いする。 

【和泉委員】 

資料№３により説明。 

「コンセプト」、「目標」については当初説明したとおり変更はない。私が提案した設

置案を一気に進めるのは難しいと考えている。まずは、核となるものとそれに付随する

施設を設置して運営していく。それに伴い、問題や課題が発生すると思われるので、そ

れらを解決していき段階的に施設を新設・増設して、最終的に目標の形に持っていきた

いと思っている。以前にお配りした文部科学省の廃校活用事例集によると、現存してい

る廃校でも約８割が利活用されている。メリット、効果、活用までの課題などが載って

いて参考にしていけば良いと思っている。失敗を恐れていてはできないと思っている。

やるのであれば、やるべきこと、できることを明確にして、問題点は何か、それを解決

して議論をして形を作ってから取り組んでいけば良いと思っている。皆さんが卒業され

た思い出のある中学校でもあり、地域の象徴的な施設でもあるので、それを利用して雇

用の創出や経済の活性化など、大きな役割を担う施設になっていけば良いと思っている。

私は、移住して４年だが、安塚を何とかしたいと思っているし、ここで生まれ育った皆

さんも安塚をどうにかしたいという気持ちが多分あると思う。うまく中学校を利用して

元気にできればと思うので、どうか議論をお願いしたい。 

 

【𠮷野会長】 

皆さんから質問等はあるか。無ければ、次に中村委員から説明をお願いする。 

【中村委員】 

資料№４により説明。 

前々回の会議で配布した資料の続きである。今回は、安塚区の雪だるま財団で主任研
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究員をされていた方に、データセンターと雪冷房についてお伺いしたところ、北海道美

唄市の事例を紹介いただいた。美唄市の構想については資料のとおりである。旧安塚中

学校での導入をイメージした場合、校舎、体育館を改装して、データサーバを並べる場

所を作る。グラウンドに雪山を作り、それをウッドチップで覆い、解けないようにして

雪冷房に使うというような状態になりそうである。美唄市の場合、データセンターから

出た廃熱利用も事業化しているようだ。ビニールハウスを使った食料の生産や水温を管

理した陸上養殖なども実施されている。私の感じでは、旧安塚中学校の施設を利用して

物理的には導入が可能であると考える。旧安塚中学校の校舎に限ったことではなく、旧

高田高校安塚分校なども同じように活用できると思うので、旧安塚中学校にこだわって

いるわけでは無い。ただ、雪だるま財団で主任研究員をされていたこともあり、安塚に

ゆかりのある方なので、アドバンテージはある。 

【𠮷野会長】 

皆さんから質問等はあるか。 

【和泉委員】 

これを導入したときに安塚への効果や恩恵は何を見込んでいるか。 

【中村委員】 

それほど画期的な効果はないと思っている。まずは、廃校が活用され、何らかの雇用

が生まれる。専門的な方は外から来られるが、地元としては、ビニールハウスでの農業な

どに関われると思う。また、ウッドチップを使用するため森林組合なども絡められると

思う。 

【𠮷野会長】 

私もデータセンターについて勉強させてもらった。データセンターとしてはそれほど

雇用を生み出すことはないが、データセンターがあることで相当税収は上がると思われ

る。また、それを起爆剤にして色々な企業を誘致することができる。特にＩＴ、ＤＸ関

係の企業を誘致することができる。今、エネルギーのある所へデータセンターをやって

いる企業が寄っていくという動きが始まっていて、地熱のある所にデータセンターを建

てるなどそのような動きがある。 

他に質疑等がなければこちらも次回以降もこのような形で審議を進めていく。 

次に次第４：その他の（１）次回の地域協議会開催日を確認する。通常であれば、第

４火曜日の１２月２４日（火）の開催となるが、皆さんご都合はどうか。良ければ、２４
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日（火）午後６時から開催する。 

【和泉委員】 

最後に２点ほどお願いしたい。前期の地域協議会で区内の住民を対象にアンケート調

査を実施したと思う。そのアンケートを活用できないかと思っている。私たちは代表で

出てきているが、どちらかと言うと、住んでいるところの小さいコミュニティや知って

いる方の意見を聞いていて、問題点などは把握している。一番近々で生の声が反映され

ているのは前回やられたアンケートではないかと思う。結果は回覧等で回ったのかもし

れないがあまり覚えていないので、結果を各委員に配布していただければ良いと思う。

その目的は、今やっている議論ではなく、今後やっていく議論の中で安塚区民の方が安

塚のことをどう思っているのか、それを汲んで私たちは議論していった方が良いのでは

ないかという提案である。２つ目は、若者の意見を聞いてみたい。今、旧安塚中学校の

利活用ということで議論をしているので、旧安塚中学校出身者や今中学校へ通っている

生徒さんを呼んでいただいて意見交換ができたらよい。併せて、地域協議会の活動の普

及になれば良い。以上２点提案させていただいた。 

【𠮷野会長】 

アンケートの結果については、クロス集計はしてあるが新しい委員の方には配ってい

ないか。 

【内田班長】 

概要版については、地域協議会だよりで配布している。それをお配りすることもでき

るし、クロス集計についても配布は可能である。次回の会議資料と併せて事前配布する。 

【𠮷野会長】 

若者との意見交換であるが、アンケートの結果を受けて、前期の委員で中学生や高校

生の所へ出かけて意見交換を行った。それもまとめてあるかもしれない。 

【内田班長】 

それも併せて確認する。 

【𠮷野会長】 

どこかで計画できれば、高校生とか安塚出身の中学生とかに集まっていただいていろ

んな意見を聞くのも活動の中の一つとして有り得ると思うので、後日検討したい。 

その他事務局から連絡事項等はあるか。 
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【内田班長】 

２点ほど連絡する。まず、協議会委員の名刺について、以前希望する方に名刺をお渡

ししたが、総合事務所の住所に誤りがあった。現在修正版を作成中なので完成したら改

めて配布したい。古い名刺については回収するので次回の地域協議会かお時間のある時

に事務所までお持ちいただきたい。もう１点、事前に３枚チラシを配布した。１点目は、

令和７年上越市新年祝賀会の開催についての案内である。今回は上越市合併２０周年を

記念しての開催となる。例年会長のみ出席していたが、出席を希望される方は１２月１

０日までに事務局までご一報いただきたい。その他については、「働く私の活力アップセ

ミナー」と「アンコンシャスバイアスを知ろう」のパネル展の案内である。ご興味のあ

る方は、ご参加いただきたい。また、当日配布として、「キューピットバレイのウインタ

ーシーズンのパンフレット」、「上越地域学校教育支援センター発行の新聞」を配布させ

ていただいた。新聞には学びの多様化学校について記載があるのでご確認いただきたい。

また、１１月１３日に開催した「大浦安」３区合同研修会を欠席した方に、当日の資料

を配布したのでご確認いただきたい。 

【𠮷野会長】 

以上で、第７回安塚区地域協議会を閉会する。 

 

９ 問合せ先 

安塚区総合事務所総務・地域振興グループ  TEL：025-592-2003（内線 23） 

E-mail：yasuzuka-ku@city.joetsu.lg.jp 

１０ その他 

別添の会議資料も併せて御覧ください。 

 

 


